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研究成果の概要（和文）：コンピュータ持つマルチモダリティ性をより有効に活用するための外国語学習アプリ
ケーション開発に向けた、理論的、実証的研究を行ってきた。学習が困難とされる前置詞や句動詞の学習を目的
としたアプリケーションを開発し、主に２つの学習者要因、情報処理プロセスと母語に着目して効果検証を行っ
た。その結果、必ずしもイメージや動画といった図的情報は、個人要因によって効果の現れるタイミングが異な
るものの、より抽象的な（比喩的な）概念を理解する上では個人要因に関係なく効果が現れることが判明した。
一連の研究は国内外の学会での発表、及び国際ジャーナル、著書として発表することができた。

研究成果の概要（英文）：Our study examined the impact of learners' individual factors on 
computer-assisted second language learning by developing learning materials based on two individual 
factors: learners' information processing styles and their first languages. Our consecutive studies 
revealed that the individual factors differentiated their learning effects especially in 
comprehension of literal senses of the target polysemous prepositions and phrasal verbs whereas the 
comprehension and production of their metaphorical meanings were enhanced by the applications we 
developed regardless of their individual factors. The findings demonstrate that cognitive-loaded 
learning processes were facilitated by multimodal learning materials. A series of our studies have 
been presented at domestic and international conferences, and publicized as articles in 
international journals or chapters in a book. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究開始前の科研費研究において、外国語
としての英語語彙習得における概念イメー
ジのマルチメディア化の有効性について検
証を行っていたが、従来の研究とは異なり、
コンピューターが持つ特性を活かした教材
でも、従来の教材と比べて高い学習効果を得
るに至らなかった。当初はリサーチデザイン
の問題と考え、異なるデザインを設定して検
証を行ったが、有意な差は認められなかった。
このことから、マルチメディア利用学習の効
果は教材そのものよりも、学習者が持つ個人
要因に影響する可能性があるのでは、と考え
るに至った。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究は、マルチメディア利用学習教
材の効果に影響を及ぼす学習者要因の特定、
及びその結果を踏まえた英語学習アプリケ
ーションの開発とその学習効果を検証する
ことを目的とした。リサーチクエスチョンは、
１）マルチメディア特性を利用した教材は、
それを利用していない教材と比べてより正
確な知識理解および算出をもたらすのか、
２）マルチメディア特性を利用した教材を利
用するにあたり、学習者要因によってその学
習効果に差がもたらされるのか、となった。 
 
３．研究の方法 
本科研では、まずマルチメディア教材の学習
効果について、個人要因を含まずに検証を行
い(Sato, 2016a; Sato 2016b)、その後２つの個人
要因に着目した実証研究を行った。１つは学
習者の情報処理プロセス（言語処理志向かイ
メージ処理志向か）、もう１つは学習者の母
語（日本語か中国語か）である。対象学習項
目は、その意味の複雑性から学習が困難とさ
れる多義語（ここでは空間前置詞と句動詞）
とした。 
 
１つの研究 (Sato, et al., 2014; Sato, et al., 
forthcoming)では、英語空間前置詞のうち、あ
る物体の上部に位置することを表す above, 
on, over に着目し、この空間概念を理解して
多義的な意味を正確に理解・算出するための
動画を作成した上で、その効果を学習者要因
（情報処理プロセスと母語）ごとに検証を行
った。日本と台湾の大学生に対し、対象語彙
に対する事前テストを実施した後、マルチメ
ディア教材（及び動画を用いていない教材）
を用いて語彙を学習してもらい、その直後と
2 週間後に再生テスト、及び語彙を含む文算
出テストを行った。 
 
もう１つの研究(Sato & Tyler, 2016; Sato, et al., 
2017; Sato & Tyler, forthcoming)では、前置詞と
同じく意味的複雑性により学習困難な学習
項目とされる句動詞のためのマルチメディ
ア学習アプリケーションを開発し、それを用
いて学習した学生の語彙理解度を検証した。 

 
４．研究成果 
まず個人要因を考慮しないマルチメディア
学習教材の有効性研究についての結果を述
べる。選択問題については、全体的としては
２つのグループ（マルチメディア利用・不利
用）間には有意な差は見られなかったが、語
彙ごとの正答率を見ると、３つの対象語彙
(above,on,over)のうち最も多義性が高いとさ
れる overについて、マルチメディア教材利用
グループはより高い正答率を得た（下図参
照）。また自由作文問題については、アニメ
ーション利用グループの対象語彙の比喩的
意味利用が、平面イメージ利用グループより
も有意に高いことが判明したことから、スキ
ーマ化を可視化したアニメーションは、より
認知負荷の高いタスクにおいてに有効であ
ることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
その次に行った、個人要因を考慮に入れたマ
ルチメディア学習教材の有効性検証につい
て述べる。先の研究と同じく、個人要因を考
慮しない場合マルチメディア利用学習の優
位性は認められなかったが、個人要因を変数
に組み込むと、１）イメージ処理志向の学習
者は、マルチメディア学習を行うとその効果
が持続すること、２）中国語を母語とする学
生の方が、日本語を母語とする学生よりもマ
ルチメディア学習の有効性が有意に高いこ
とが認められた。この結果から、マルチメデ
ィア利用学習は全ての学習者に一様にその
効果をもたらすわけではなく、学習者要因に
よってその効果に差が見られることが実証
された。このことは、従来の言語情報による
学習教材の意義を再認識させ、マルチメディ
ア利用教材における言語情報の重要性を示
唆することとなった。 
 
上の検証結果を元に開発した句動詞学習マ
ルチメディア教材の効果についての検証結
果について述べる。マルチメディア学習教材
を開発するに当たり、動画やアニメーション
といった高度な機能を利用することよりも、
言語的説明を図的情報が補填する意図によ
って開発された教材の学習効果を検証した
ところ、教材利用前後の学習効果は有意に向
上した。特に句動詞の物理的意味よりも比喩
的意味において、有意な理解向上を見るこ
ととなった（下図参照）。このことは、マル



チメディア学習教材は、十分な言語情報を
元に作成されれば、特に認知的不可の高い
学習項目、例えば比喩的意味理解の大きな
助けとなることが明らかとなった。その意
味において、本研究は研究開始当初の目的
を遂行することが出来たと言うことができ
る。 
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